
6. 期日 平成24年4月15日(日）、4月30日(日）

７． 開催支部 中東部支部

８． 会場 蒲原河川敷D・Fコート

９． 参加資格 ・本大会の趣旨に賛同するチームであること。

・第４種及び女子(小学生）加盟登録した団体（チーム）であること。(準加盟チーム含む）

・参加チームは単一チームに限られ、年間を通して継続的に活動していること。

10. 参加チーム数 25チーム（県大会へは2チーム）

11. チーム構成 ① 代表者1名、引率指導者3名（監督1名、コーチ2名）、選手16名以内とする。

②

③ 参加選手は健康であり、且つ保護者の同意を得ること。

④ 参加チームは必ず傷害保険（スポーツ安全傷害保険）に加入していること。

12. 競技方法 ① 25チームのトーナメント戦とする。3位決定戦は行わない。

② 試合時間は20分-10分-20分とする。

③ 引き分けの場合は、3人によるPK戦を行う。なお3人で決しない場合はサドンデスによるPK戦となる。

④

13. 競技規則 （財）日本サッカー協会「８人制サッカールールと審判法」の８人制サッカールールによる。

ただし、以下の項目については本大会規則をさだめる。

① 試合球は持ち寄りとし、公認４号球を使用する。

② 交代要員8名以内とし、8名までの自由な交代を適用する。

③ 本大会において、異なる試合において警告を２回受けた選手は次の１試合に出場できない。

又、退場を命じられた選手は次の１試合に出場できない。

④

⑤

⑥ 天候に応じて前半1回・後半1回の飲水タイムを設ける。

⑦ 負傷した競技者の負傷の程度を確かめるために入場を許される指導者の数は２名以内とする。

⑧ 選手は試合会場に登録選手証を持参し、登録確認は毎日１回、試合会場本部にて速やかに確認を受ける。

⑨ メンバー表は試合開始３０分までに本部へ２部提出し、１部を対戦相手と交換する。

参加チームはメンバー表をコピー持参する。

⑩ ピッチの大きさ　　縦（68）ｍ、横（50ｍ）

ペナルティーエリア　　１２ｍ

ゴールエリア　　　４ｍ

センターサークル　　７ｍ

ペナルティーマーク　　８ｍ

ペナルティーアーク　　７ｍ

フリーキック時の壁との距離　　　７ｍ

ゴール　　少年用　（2.15m×5m）

⑪ グリーンカード制度を導入する。

15. 参加料 3,000円

16. 組み合せ 2011年度しずぎんカップ予選ベスト4をシードとし、残りチームはフリー抽選とする。

第36回全日本少年サッカー大会静岡県大会　中東部支部要項（案） 第36回全日本少年サッカー大会静岡県大会　中東部支部要項（案） 第36回全日本少年サッカー大会静岡県大会　中東部支部要項（案） 第36回全日本少年サッカー大会静岡県大会　中東部支部要項（案） 

・同一チームから地区予選に複数チームが参加し、どちらかのチームが県大会に出場するときは、登録選

手枠の空き分だけ、もう1つのチームから追加できる。

･同一チームから地区予選に複数チームが参加し複数チームが県大会出場権を得た場合、チーム内で勝

敗を決定し1チームのみが県大会に出場できる。

・上記団体（チーム）に所属する４年生以上選手であり、(財)日本サッカー協会発行の登録選手証を有する

もの。

・地区予選から県大会、決勝大会に至るまでに同一選手が異なるチームへ移籍後、再び同一大会へ参加

することはできない。

引率指導者は「参加チーム」を掌握指導する責任ある指導者であること。また内１名以上が日本協会公認

コーチ資格（Ｄ級コーチ以上）を有すること。

決勝戦にて勝敗が決しない場合は10分間（5分ハーフ）の延長戦を行い、延長戦が引き分けの場合は、3人

によるPK戦を行う。なお3人で決しない場合はサドンデスによるPK戦となる。

ベンチに入ることができる人数は登録された者に限り12名（交代要員8名、代表者、監督、コーチ２名）以内

とする。ベンチはピッチに向かいトーナメント表の上のチームを左側とする。

テクニカルエリアを設置する。戦術的指示はテクニカルエリア内からその都度ただ１人の指導者が伝えるこ

とができる。指示を与えた後は所定の位置に戻らなければならない。



17. ユニフォーム ① エントリー用紙に記入したユニフォームを着用し、背番号については事前に登録した番号とする。

② 静岡県大会は背番号は１～２０の通し番号でなくても構わない。ユニフォームのシャツ前面またはパンツ

前面に背番号と同じ番号を付ける。

（注）全国大会は１番からの通し番号とし、シャツの胸に必ず番号を付けること。

③

④ チームは試合会場に正・副２組のユニフォームを持参しなければならない。

⑤

⑥ ユニフォームは、安全で見苦しくないマナーある着用を行う。選手はシャツの裾をパンツから出さない。

⑦

⑧

ただし、ゴールキーパー負傷による交代の場合は交代1回目と同様に扱う。

⑨

⑩
ゴールキーパーは試合開始時にはゴールキーパーユニフォームを着用していること。

19. 審判 ① 審判（3級以上）とする。なお、審判割当が決定した際、トーナメント表の上のチームが主審とし、他は予備審とする。

20. 監督者会議 平成24年4月5日(木）

23. その他 ① エントリー用紙提出後の変更は認めない。但し字の間違い等の訂正に限り受け付ける。

やむない事情により、背番号を変更する場合は、選手証チェック時に変更を申し出た場合のみ受け付ける。

② 大会規定に違反し、その他不都合な行為のあった時は、そのチームの出場を停止する。

③ その他は24年度(財)静岡県サッカー協会４種少年委員会の県大会試合細則による。本大会要項および県

大会試合細則に規定されていない事項については４種少年委員会で協議の上決定する。

8人制サッカーにおいて試合途中、ゴールキーパーがフィールドプレーヤーへポジションを変える場合、パンツ・ストッキ

ングはそのままで、他の選手と重複しない番号がついたフィールドプレーヤー用のシャツを着用し出場することができ

る。また、試合途中、フィールドプレーヤーがゴールキーパーへポジションを変える場合、フィールドプレーヤーユニ

フォームの上にピッチ内選手のシャツと異色のビブス（番号の有無、数字は不問）を着用し出場することができる。

ユニフォームの色は対戦チーム同士で話し合いの下、決定するが、原則としてトーナメント表の上のチーム

がホームとする。

チームのユニフォーム（ゴールキーパーのユニフォームを含む）のうちシャツの色彩は、審判員が通常着用

する黒色と明確に判別し得るものでなければならない。

半袖ユニフォームシャツの内側に着る長袖アンダーシャツの袖の色は半袖ユニフォームの袖の主たる色と

同じでなければならない。

同点によるＰＫ戦においてフィールド選手がゴールキーパーを行う場合、フィールド選手1名（交代1回目）に限りフィール

ド選手のユニフォームのままプレーを認める。その後（交代2回目以降）は正規のゴールキーパーユニフォーム（当人の

番号付き）を使用しなければならない。


